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‭株式会社ハイレゾとの業務提携及び‬
‭次世代データセンター事業「alt GPU Cloud」の開始に関するお知らせ‬

‭当社は、本日開催の取締役会において、以下のとおり、株式会社ハイレゾ（東京本社：東京都新宿‬
‭区、代表取締役：志倉 喜幸、以下、ハイレゾ）と業務提携を行い、新たな事業を開始することを決‬
‭議いたしましたので、お知らせいたします。‬

‭１．事業開始及び業務提携の趣旨‬
‭当社グループは、「個人の記憶の永遠化・意思の再現・個人の価値の最大化により自律社会の実現‬

‭を加速させるパーソナル人工知能（P.A.I.）」の開発を目指し、「ラボーロからオペラへ」と「私た‬
‭ちの存在を永遠にする」の２つをミッションに掲げ、創業時より一貫して「P.A.I.」の研究開発を続‬
‭けています。「P.A.I.」とは、私たち自身の意思をデジタル化し、それをクラウド上に配置してあら‬
‭ゆるデジタル作業をそのクローンにさせることを目的としたAIであり、当社グループは、全ての人が‬
‭一人ひとつの「P.A.I.」を持つことによって、労働（Lavoro）から解放され、アーティスティックな‬
‭営み（Opera）に没頭することができる世界の実現を目指しています。‬

‭当社グループが、これまで大規模言語モデル（LLM）構築で培った技術ノウハウを活かした次世　‬
‭代データセンター事業「alt GPU Cloud（オルツ・ジーピーユー・クラウド）」の立ち上げを行い　‬
‭ます。同事業では、ハイレゾとの戦略的パートナーシップのもと、国内およびグローバル企業の事業‬
‭をサポート可能な規模のGPUリソースを有するAI特化型データセンターの運用と構築を目指します。‬

‭ハイレゾは、2019年より石川県志賀町にて国内最大級のGPUデータセンターを運営し、GPUクラ‬
‭ウドサービス「GPUSOROBAN」を提供しています。2024年12月には香川県に中四国地方初となる‬
‭「AI開発用GPU専用データセンター」を開設し、経済産業省の「クラウドプログラム」供給確保計画‬
‭に認定されています。また、2025年には佐賀県玄海町と香川県綾川町の廃校を利活用したGPUデー‬
‭タセンターを新たに開設する計画など、地方創生と生成AIの発展に貢献する先進的な取り組みを進め‬
‭ています。‬

‭当社グループがハイレゾを戦略的パートナーとして選定した最大の理由は、生成AIプロダクトの開‬
‭発事業者である当社グループの専門的視点と、GPU専用データセンターを運営するハイレゾの技術的‬
‭知見を融合することで、ユーザー企業に対して最適なデータセンターサービスの設計が可能になると‬
‭判断したためです。‬

‭当社は、本事業を新たな成長戦略の柱と位置付け、国内デジタルインフラの発展に貢献してまいり‬
‭ます。また、ハイレゾとの戦略的パートナーシップによって、当社のAI技術とハイレゾのインフラ構‬
‭築ノウハウを融合させた次世代データセンターの開発を進めてまいります。‬

‭２．新たな事業の概要‬
‭（１）新たな事業の内容‬

‭当社グループは、ハイレゾとの戦略的パートナーシップのもと、国内およびグローバル企業をサ‬
‭ポート可能な規模のGPUリソースを有するAI特化型データセンターの運用と構築を目指します。ま‬
‭た、‬‭す‬‭で‬‭に‬‭収‬‭益‬‭化‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭GPU‬‭計‬‭算‬‭リ‬‭ソー‬‭ス‬‭提‬‭供‬‭基‬‭盤‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭当‬‭社‬‭サー‬‭ビ‬‭ス‬‭「‬‭EMETH‬‭GPU‬‭POOL‬‭」‬‭と‬
‭も連携させることで、ニーズが拡大している市場への事業機会を拡大したいと考えております。‬

‭　‬‭事業参入の目的‬

‭1.‬ ‭市場の成長機会‬



‭○‬ ‭生成AI開発をはじめとしたAIモデルの需要が急増し、AI特化型のデータセンター市‬
‭場が拡大。‬

‭○‬ ‭特に高性能GPUを活用するデータセンターは、既存のクラウドデータセンターとの‬
‭差別化が可能。‬

‭2.‬ ‭戦略的提携による低リスクでの市場参入‬
‭○‬ ‭既存のデータセンター事業者であるハイレゾとの協業により、初期リスクを抑えな‬

‭がら、徐々に独自の最適化や差別化を進められる。‬
‭3.‬ ‭顧客基盤の活用とシナジー‬

‭○‬ ‭当社グループのAX Solutions事業と連携し、顧客に計算資源とソリューションの‬
‭セットでの提供が可能。‬

‭○‬ ‭AI開発企業やアカデミア向けに最適化されたインフラを提供し、競争優位性を確‬
‭立。‬

‭4.‬ ‭自社のAI運用コスト削減‬
‭○‬ ‭自社向けのインフラを確保し、サーバーコストを最適化することで、長期的なコス‬

‭ト削減も視野に入れる。‬

‭（２）当該事業の開始のために特別に支出する金額及び内容‬
‭当該事業の開始にあたり、特別な費用の支出は見込んでおりません。‬

‭３．業務提携の相手先の概要‬
‭（１）‬ ‭名称‬ ‭株式会社ハイレゾ‬

‭（２）‬ ‭所在地‬ ‭本店　　：佐賀県東松浦郡玄海町諸浦106-1‬
‭東京本社：東京都新宿区市谷田町3-24-1‬

‭（３）‬ ‭代表者の役職・氏名‬ ‭代表取締役　志倉 喜幸‬
‭（４）‬ ‭事業内容‬ ‭GPU事業‬
‭（５）‬ ‭資本金‬ ‭100百万円‬
‭（６）‬ ‭設立年月日‬ ‭2007年12月12日‬

‭（７）‬ ‭大株主及び持株比率‬ ‭未上場会社であり、また相手先との業務提携契約における秘密保‬
‭持条項により、記載を省略いたします。‬

‭（８）‬ ‭上場会社と当該会社‬
‭との間の関係‬

‭資本関係‬ ‭該当事項はありません。‬
‭人的関係‬ ‭該当事項はありません。‬
‭取引関係‬ ‭該当事項はありません。‬
‭関連当事者への‬
‭該当状況‬ ‭該当事項はありません。‬

‭（９）‬
‭当該会社の最近３年間‬
‭の連結経営成績及び連‬
‭結財政状態‬

‭未上場会社であり、また相手先との業務提携契約における秘密保‬
‭持条項により、記載を省略いたします。‬

‭４．日程‬
‭（１）取締役会決議日：2025年3月14日‬
‭（２）業務提携予定日：2025年3月中‬
‭（３）サービス開始予定日：2025年4月中‬

‭５．今後の見通し‬
‭本件事業が、今期の業績に与える影響は軽微であると見込んでおりますが、中長期的に当社の業績‬

‭向上に資するものと考えています。なお、今後事業の大幅な状況変化によって財務的影響が生じる場‬
‭合には、明らかになった時点で速やかに開示いたします。‬

‭以　上‬


